
若者支援のアレンジレシピ

SPICE01_参画のはしごから
　　　　　　　　　　　　　居場所と参画の微妙な関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃「参画のはしご」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃ロジャー・ハート

SPICE02_成長を可視化するふりかえり
　　　　　　　　　　　　　次の活動に向かう仕掛けとしての「評価」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃「ボランティア活動報告書」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃ルーブリック評価　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃CUDBAS手法

SPICE03_コーディネーターのためのQ＆A
　　　　　　　　　　　　　お悩み相談と編集委員の視点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃「関わり方」の加減

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃「目標」の持ち方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃「連絡方法」のツール

実例から掘り下げる、若者との活動の課題とヒント
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参画のはしごから

Spice_01 居場所と参画の件丅な関係

　■　「こどもまんなか」の芽亿え

　近仭、子ども・若者の社会への参加、参画に仙三が集まっており、仐小を上わず仍くの事丗が仿
告されています。学校では「仉合仡な仔究の時間」などを介えプロジェクト型の学習に取り仅んで
おり、仍くの他域でも「子ども参加のまちづくり」を進めています。行亽としても、こども基七丁
に仝められた「子どもの意見を行亽に仱映」させることを三仡とし、「子ども三仃会議」を実施す
るなど、意見を仱映する仕仅みを亾えつつあります。

　この仯景には、1989仭に国丘で採仑された子どもの権丑条丌の付で、仵較仡光の令たらなかっ
た「参加の権丑」への们識が徐々に浸仧してきたことがあります。ロジャー・ハートによる「子ど
も参画丙」は、この「参加の権丑」を从系仡に丙じたものであり、若者を含む「子ども参画」を社
会の意思決仝に影響を与える過仠として仝義しました。子どもは自らの人亿の自己決仝に関与する
ことはもちろん、他域社会や家仞、学校、さらには社会仄从にまでその関与の仳囲が広がるべきだ
とし、子どもの自仰亻や主从亻の重丐亻を強仚しています。その仼丄で、ハートは、不丆な「参画
のはしご」（The
Ladder
of
Participation）のモデルを仟唱し、子どもの参画の形仏を8つに任世
し、その上がるにつれて子どもの主从仡な関与が仐きくなると仂万しました。ここではハートの言
う「子ども」を若者を含むものと確们した上で、以下みていきます。

　■　階仆への基七仡な丒解

　参画のはしごについては一仲仡に、子どもが計画から実行、仹価に至るまでの仄ての過仠に参加
することが丂ましいとされていますが、初めからそこに仦仒する子どもはいないと言ってよいでし
ょう。その実現には仐人が子どもたちの三仸仁仝を支援し、仴らが自任のペースで亼仛できる環境
を亾える价丐があります。近くの仐人は仪常亿活を支援するユースワーカー、他域活仨のコーディ
ネーター、あるいは異なる主从の交专を今すファシリテーターの下割を仓い、支援者として子ども
の考えを仌重し、主下である仴らの意見に耳を傾け、子どもの丕を引き出します。
　参画の代合いが仜い階仆の仕階は、仐人によって与えられた仕事を果たしながら情仿を受け取る
状仏で、形式仡な参加に且まる「お飾り参画」、さらに仐人の意向が強いものは「仈り参画」と称
されます。次の仕階では子ども自身が意見を言え、さらに次には仐人と共に決仝する過仠が含まれ
ます。７仕階三では子どもが主从仡に行仨し、指揮する形が丒仇とされ、８仕階三になると子ども
が自任たちの活仨を考え、仐人を巻き込むことになっていきます。事丗として仍く挙がる他域の仢
以行事やボランティアなどは、下割を持ちながら仮仩して参加する、４仕階三の状仏が仍いと言え
ます。
　七稿ではここまで、参画のはしごの仜い階仆に位仗する若者が、仐人と仪常を過ごし、他域で活
仨に参加し、高い階仆に上っていく事丗を取り上げてきました。

　若者の居場所や、他域での活仨を考えるとき、「参画のはしご」と
いう言丏がよく語られます。「参加」は既にある場所やプログラムに
加わること、「参画」は計画の仕階から加わったり、什仫を任かち合
う形で参加したりすることと丒解されています。

　何代も份いてきた言丏だからこそ、自らの現場や色々な場丈、ニ
ュースやまちの若者を思い仺かべながら、改めて考えてみましょう。　
若者や他域、事業の見え一が、万仪から少しだけ仾わってくるかも
しれません。
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　■　妐画のはしごモデルの課姣

　妐画のはしごの姗え夜については課姣もあります。そもそもハートは、妔どもたちの姒妶化と姠
夑姃の確多を姳じて「夣妤妤義の妠現」を夨妖しますが、これは夺を夙すと姴い階姓にいる妔ども
や姩域活姿が夒価されない夕姯を呼びことにつながります。处妲の姭に安妸していられる妱妭、居
るだけでよい妱妭を求めている妔どもたちは、何かをがんばりたいわけではありません。そういっ
た妔どもも姚妍することを妡会が夆妞し、居妱妭を確多する妘姺を妟ってはなりません。夯び妱や
ユースセンターなどの妼近な居妱妭がこれにあたります。
　また、妐画の好妚奁として挙げられることの姛い妔どもによる議会などは、夎处妲姷な妱に妮姁
の妣妢が姎夊されて妐加するというケースです。姎夊される妔どもは各学奿の姆姻会姱、というこ
とも妮なくなく、姐ての妔どもに機会を姶供することが夃しいという意夢では、妐画する一夔の姓
を固姵化する姾きもあるということは押さえておく夐夵があります。
　妐加・妐画の姧階の妄姴だけを天うのではなく、处妲と夎处妲の夽奀に、それぞれの妔どもの妵
況に妆う夳々な居妱妭がある妵姟が夹委と言えそうです。

　また、妔どもの妐加は夠夶妝変姷なものですが、姡姀が妔どもを妐画させる妀姕が姛くみられま
す。夳々な妗姉や妚業の妚妳がある姭で、ここから完姐に姤却することは妉夃かもしれませんが、
姡姀はせめてそのことに妝覚姷でありたいものです。夀に妡会や姩域のために妐画させる、という
如え夜に陥ると、結局は妔どもの妘姺を夻れ、姡姀が妔どもを夸头し、「共姆妡会」を奇いながら
関係に夭奃を妛ち妇むことになります。さらに、「妐画夈夿を育姄してあげる」という変委妝姝
も、妔どもを姡姀に妨姘させる姖大を妛ち、姮意が夐夵です。妔どもに寄り姹うコーディネーター
の姚妍が、こういった妀姕を緩奅する一つの鍵になります。

　■　姩域：コミュニティからの妘姺

　妔どもの妐画の効果としては、妔ども個姀としての姄姱がありますが、コミュニティの姖にも夗
化が姆じます。奁えば、2011备の姼处夠姡妿妋の妌、妔ども会の活姿が姇んな姩域では复夃妭の
開姉や運営がスムーズに妽んだ、という言姊があります。妔ども会で妃うキャンプ妚業などの姝験
が妋害姞応の妌に活头できたのかもしれませんが、ジュニア・リーダーやユース・リーダーなどの
妣妢が運営姖に夅りやすい姀間関係があったということも妜妊されています。ハートの夨妖す、夣
妤妤義の妠現や妡会を夗革するというマクロ姷な変委はありつつも、姆活する妱の姆きやすさに姲
結する、姩域に失えるミクロの影響こそ、結果姷として妩夵な効果になっているのかもしれませ
ん。

　妔どもの妡会妐画の妱を、姡姀が姨妞や技妫を姶供（：教育）する妱として妀姫することは夲易
です。しかし、妱をコーディネートする姡姀は、妐画のはしごを妯らせようとするのではなく、意
妞しつつも結果として妯っているとよい、くらいに姗えておいた夜がよい妱大もあるのではないで
しょうか。やや極姦に言えば、はしごは妯らなければならないものではなく、妔どもが妯りたいか
どうか、という妤姝姃の夜が妩夵です。
　姛くの妱妆、妔ども、夀に妣妢の姏向きな夗化には、妣いコーディネーターや备下の妐加妢の姚
妍が妩夵らしいことが見えてきています（夠妁CASE_02、03、04、07）。また、コーディネータ
ーが妣妢と姩域それぞれと妚姏に関わり夜を姰姅し、夥夹なく妪会えるようにしておく妬夏も妩夵
な夵姑です（夠妁CASE05、06）。妣妢の夼妱に夼つと、处妲姷な姆活の姭に異备奂との関係が姆
まれ、姩域との関係姃が妺化していく、夥夹のない営みにこそ「妐画のはしご」の妛姙可夈姃があ
ります。

(妚夤局妷員　姱夂
央姜）
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　■　ボランタリーな活幽を庐価するということ

　庌較幱幚くの現場で取り広れやすい取幐みに、
庄意の書式を作幄して活幽に応じて幧幇していく
庙庚があります。この場合、若者庞幀がふりかえ
りとして後庂見られる、活庨できる座式であるこ
とが求められます。幟学広試の幔合型幎床や学校
幁幍型幎床(幪：旧AO幎床)では、各校が座々な座
式への記載を求めますが、こういった形に近いも
のです。

　ボランティア活幽、あるいはボランタリーな活
幽は、自らのやりたいという庀庉幱な幽機から取
り幐むことが庭幒ではあります。
　ただ、現実に広学試験、就帻活幽での活庨を庢
幱としている参加者もいる以上、書式はそういっ
た需庩にも幝えうるものである庙がよりよいと若
者は考えています。またそれらを庢幱としていな
い参加者であったとしても、いつか庛れてしまう
のはもったいないことでもあります。

　つまり若者の庮場に庮てば、「庄意の書式」に求
める帺件は、
康庳えば各校の広学試験に係る店座式に平庨が可
庇なレベルで詳細であり、
庸一庙で作幄・記広の庒幢感が幮く、
庹後庂活幽の庬庴をポートフォリオとして活庨で
きる、この３年だと言えます。

　さらに、「若者自帿が自帿の帾の幽きを肯幯幱に
庐価できる仕幐み」として、私たちとしては加年
庚、あるいは幋幜庐価としてふりかえる庙庚であ
るということにもこだわりたい年です。

　こういった庙庚をとり、私たちも活庨可庇な形
で書式を公開する幣幛があります。「ボランティア
活幽庘告書・幔括ボランティア活幽庘告書」を作
幄した公益財幣庚幀さわやか应祉財幣です。

　■　「ボランティア活幽庘告書」
　　　「幔括ボランティア活幽庘告書」

　（公財）さわやか应祉財幣は、高校幆や幟学幆に
幜し、
「一幀ひとりが主幛幱に自らの強みとなる广幃を
育て、自帿の充実感に废ちた幀幆を幕ってほしい
と願っています。そのためには、庢幱をもって幦
域幺のボランティア活幽に幇極幱に参加し、社会
課幡を庭解し、関係者とも協幼してその解決のた
めに幸庱する幛験をする幩で、社会に度庨な自己
の广幃を確庅し、それを帼ばしていくことが幟幉」
であると幵えます。

　これはボランティアへの参加を幭じ、社会課幡
の庭解、幙者との協幼、自己の广幃（強み）の庭
解を幖すというものです。これは、参画のはしご
における４幤階庢以降のまちにおける若者の活幽
と庍常に幓幃がよいものです。
　この座式が幅えられた庈景を、財幣会幬の庝并
氏は「これからの社会に求められる庱とは」とい
う库底で次のように言及しています。

　「2018庆幹に一庋社幣庚幀庂庞経済幣幛庵合会
（序者幪：経幣庵）が示した「高幺教育（序者
幪：幟学、幌庤学校幺）に関するアンケート結果」
から、企業は学幆に「自らの庣幡意識に基づき課
幡を幊幯し、主幛幱に解を作り出す庇庱」を求め
ていることが底かりました。具幛幱には「主幛
幃」、「実行庱」、「課幡幊幯・解決庇庱」、「チーム
ワーク・協幫幃」、「リーダーシップ」の５つの广
幃に底庲し、この广幃を効果幱に育む場としてボ
ランティア活幽を幁奨しています。」

　庖库科学省や幩央教育帽議会の資庯に依拠して
底庲された广幃、「帹幽幱・意庪幱な庡の广幃」で
ある康自庉幃・主幛幃と庸実行庱・幈庄感、「幜幀
関係幱・社会関係幱な庡の广幃」である

庹チーム

幄幬を可視化するふりかえり

Spice_02 次の活幽に向かう仕掛けとしての「庐価」
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　若者との活幽では、ふりかえりを行う場庡が幚く出てきます。
　ただ、このふりかえりというのが実に庥介。家幰や学校での「庐価」を幻れてきた若者たちがい
る一庙、広学試験、就帻活幽での活庨を庢幱とし、「高庐価」のみを求めている若者もいます。さ
らに、そこに学びとして幯幨することを期幞する幟幀の姿もある…という幩で、どのようなふりか
えりが干しているのかはそれぞれの現場次幠、幦域やコーディネーターの庶の見せどころなのかも
しれません。

　ただ、若者の居場所となる施幊幗や事業を実施する庮場としては、若者を庐価するというよりも
事業を庐価するという意庠での「ふりかえり」の庎庩幃もあります。事業をよりよくするためには
庫庨幀幂や参加幀幂といった庰幱庐価、帾の幽きといった質幱庐価の幑庙の観年が庎庩ですが、广
に後者を幂幥化することは庁しい库底があります。
　教育帾庭学幱な観年に庮てば、庑幷校やいじめの府止、幜幀関係庇庱の育幄に使庨される
「hyper-QU」（河幘、2006）のようなアンケート幫査の幾広が効果幱だと考えられますが、これ
は幆活支援に寄った施幊に限られ、その幙の幏ての現場や活幽で応庨できる庙庚とはなりません。

　質幱な庐価を、どのように実施するか。さらにそれを、事業実施者だけではなく若者自帿の帾に
幼き掛けるふりかえりにするにはどういった庙庚があるか。幟幉なことは、若者自帿が自帿の帾の
幽きを肯幯幱に庐価できる仕幐みです。ここでは、幦域活幽を「ボランティア活幽」という見庙に
改め、若者自帿のふりかえりについて、３つの庙庚を取り上げます。



ワーク・協調性、④リーダーシップ、「認知的・課

題解決的な面の特性」である⑤課題解決・創造力

という分類は、ボランティアで想定される様々な

活動においてバランスがとれており、さらに自由

記述欄が設けられていることからカスタマイズも

可能になっています。

　入学試験や就職対策としては非常に質の高い様

式であると言えます。

　神奈川県立青少年センターでは、CASE_07のユ

ースサポーターについて、2024年度この様式を参

考にし、活動のふりかえりを実施しています。彼

らは基本的には入学試験や就職活動での活用の予

定はありませんが、地域の声がフィードバックさ

れることを好意的に捉えているようです。2025年

3月現在、効果検証は途上ではありますが、一定の

効果を見込んでいます。

　なお、神奈川県立青少年センターでは、現在総

括ボランティア活動報告書の作成には至っていま

せん。今後どういった活用が考えられるか、ボラ

ンティア：事業参加者とともに考えていく予定で

す。

　この様式は、参画の階層が高い若者に特に効果

的ですが、低い階層であっても、丁寧にこういっ

たふりかえりを行うことで参加・参画のステージ

が内発的に引き上がっていく効果もあるとみてい

ます。

　様式の細かな活用方法はリンク先へ譲ります

が、ここでは実際に作成したイメージを抜粋して

紹介します。次の活動への前向きな姿勢を持つこ

とができる「評価」を、ぜひ一度検討されること

をお勧めしたいと思っています。

ボランティア活動報

告書の手引き（高校

生・大学生用）

ボランティア活動報告書の手引き・

総括ボランティア活動報告書等のご

案内

高校生・大学生用の手引きの他に、活動関係者用、高校・大学進学・

就職担当用があります。また総括ボランティア活動報告書の見方につ

いても大学入学者選抜担当用、企業採用担当用があるのでそれぞれ確

認することをお勧めします。なお、記入用の下のシートはExcelでも

配布しています。

（上）活用のイメージ

（左）記入例

（下）今年度、実際にで青少年センターで使用

している形式（CASE_07「ステップアップキャ

ラバン」より）
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CASIO「ICT教育・GIGAスクール構想関偖コラム」

『ルーブリックとは？活偍の意義や作成手順、探

究学習やグループワークでの活偍偕を解説』

リクルート進学総研「探究活倱におけるルーブリ

ック　小瀬高校　偔偗5倷倮值」

〈ルーブリック倾偕偙：债倾段階など〉

CASIO「ICT教育・GIGAスクール構想関偖コラム」

『ルーブリックとは？活偍の意義や作成手順、探

究学習やグループワークでの活偍偕を解説』より

〈ルーブリック倾偕偘：企画段階など〉

　■　ルーブリック倿価

　より個々の若者の現在倥を倧倶に偁析し、ふり

かえりを詳細に行う偄偅として、「ルーブリック倿

価」があります。ルーブリックとは、倿価基準を

整偏し、段階ごとに達成倮を示した倿価倾のこと

です。

　具体倪には、ボランティア活倱に先偐ち、縦軸

に「倿価レベル（偕：偌れている、十偁、改善が

倽偎）」、横軸に「倿価項偋（偕：情偃収集、偁析

偓、债倾の偊確さ）」を設倩し、交差するセルに具

体倪な倻断の基準を偂章で記述するというもので

す。

　そして活倱後のふりかえりでは、この倾を元に

自己倿価を行います。これにより、「何をどのよう

に達成すれば偒いか」が偊確な活倱になり、活倱

倦の指針となります。

　近倷、学校教育の現場では、探究学習倰でも既

にこの偄偅を取り倵れている倥域もあるので若者

の偄がもしかすると実施偄偅に詳しいかもしれま

せん。ただし、学校では各回の授業ごとに作成

し、しかも授業を受ける生倭全員が倲じルーブリ

ックに対して取り組むのが基偆ですが、ボランテ

ィアについては成績倿価を行うものではないので

倲じようにする倽偎はありません。

　假回作成せずに事業ごとに作成する、コーディ

ネーターとともに各参加者がそれぞれ考える…、

というような、緩い進め偄の偄がむしろ効果を挙

げられるように感じます。

　作成偄偅は、

偘活倱で伸ばしたい資質・倸偓を偊確にする、

➁倿価項偋を3～4つ設倩する、
做倿価基準を偂章化する、

偛倻断基準を3～4段階で設倩する、

停倿価倾を完成させ、倹倬を決倩する、

です。このとき、学校の成績倿価では偕えばC倿価

など改善が倽偎とする基準に関して、「～できなか

った」といった書き偄をすることもあります。

　倥域でのボランタリーな活倱では、そういった

ネガティブな書き偄を乗り越え、できたこと、取

り組んだことに焦倬を倯て偂章化する偄が、より

安心して取り組むことができます。コーディネー

ターが倧倶に関わり、若者が、自らのやりたいこ

と、伸ばしたい偓をともに考えて計画・実施する

ことで、主体倪な活倱や前向きなふりかえりにつ

ないでいくことが期待できます。

　実施後は、偆人がマス偋に丸を偀けたり、コー

ディネーターや倥域の偄がスタンプを押したりす

るといった活偍が考えられます。基偆倪に倬数化

は倽偎ないと思われますが、数値として事業実施

者側の倿価に倫偍する場合、倳偉化するなどプラ

イバシーに倹偑しましょう。

　リンク先にわかりやすい解説が載っていますの

で、ぜひご一倴ください。コーディネーターと若

者がともに取り組むという意偈でも意義のある倿

価偄偅なので、チャレンジする価値があると思い

ます。

SPICE_02　成倨を可視化するふりかえり
　次の活倱に向かう仕掛けとしての「倿価」

ルーブリック作成のイメージ（CASE_07「ステップアップキャラバン」より）
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　■　CUDBAS（クドバス）手乒

　乓乚ボランティア活丽というものは、自己と他
者の関わりの中での偶然の出乚事にも結果や充実
感が左右されます。若者にとっては、自身がどの
临丸活丽に参加・参画できたのか、活丽を串じて
どの临丸の自己の深化があったか、などを客観丵
に乍価することは乊常に乂しいものです。

　ボランティアの質丵乍価について、「一丳の乍価
軸は存在せず、乍価を行う主体者の乖題意識、テ
ーマや乕丵、課題为に基づき進めるもの」という
乜場に乜つ神乀川大学の乥丼ゆか教授は、「自己乍
価」と「学習プロセス」の質丵な乍価を可乄にす
る「CUDBAS」手乒を実践しています。

　これは、「A
Method
of
Curriculum
Development
Based
on
Vocational
Ability
Structure」の九称で、
「職業乄习の構造に基づくカリキュラム開乆手乒」
という意乔で、ルーブリック乍価をさらに詳細
に、丯乃に実施するイメージです。

手乒を開乆した森乤乏（1989）は、

书作業が短く、結果が早く出ること
乧手続きがシンプルで簡単であること
乨小集団により意思決丳を行うため、妥丹性が高
くなること
乩作成者が第一人者であれば説举习があること
乪すべてのプロセスの記乣が残ること
乫応乘么囲が広いこと
の６丷を丿丰として挙げており、この乫の丿丰を
生かしボランティア活丽で丶開した事乡が乐告さ
れています。

　「ボランティア乍価の国際丵主達丷とクドバス手乒を乘いた乍価乑乒の効果性」（乥丼、2007）
で紹介される事乡では、全15回の講義の終义3回のふりかえりの中で、CUDBASが右上の図の乞れ
で実施されています。「７
メンバーで仕事カードの久乢（重乙丸の序乢）と技術・技乄マップを作
成」、「８
技乄・技術のチェックリストの作成」を串して作成されたものが下の乌です。
　
　このボランティアの「之乙乄习・資質リスト」（：チャート）は、学生がカードに書き出し、整
乛した情乐を手丱ししたものです。　似た乁乗のカードをまとめてボランティア活丽に之乙な資
質・乄习としてタイトルを乎ける、という乑乒をとっています。

「CUDBAS」の進め乑
丮：森（1991）を参考に乥丼（2007）作成資也より

CUDBASによるチャート：「ボランティア活丽に之乙な資質・乄习」
乥丼（2007）作成資也より乇粋
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SPICE_02　崘崴を可巯化するふりかえり
　巳の活嵀に向かう巭掛けとしての「嵐価」

＜参考文献＞

河村
茂雄（2000）『学級づくりのためのＱ-Ｕ入門』図書文化社
公益財団法人さわやか福祉財団編・「学生の地域活動研究会」協力・監修（2021）
河村
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ゆか・寺嶋
正尚・中島
さえ（2024）「ソーシャル活動につながるインセンティブの検討」


神奈川大学学術情報リポジトリhttps://kanagawa-u.repo.nii.ac.jp/records/2000392　（2025.3.20　アクセス）
森
和夫（2019）
「人材の見える化が可能にする能力開発CUDBAS手法による能力マップ作成で、効率的な人材育成を実現する」企業と人材


http://ginouken.com/201907
KigyouToJinzai.pdf
　（2025.3.20　アクセス）

できなかったことではなく、できたこと、崹嵯したことにフォーカスするふりかえりが、巳の活嵀への活嵯になる
（県嵮崛崆嵈センター巰業「イベントボランティアセミナー」より）

　

「ボランティア嵐価
の国巨崷崽崫崸とク
ドバス巼嵚を嵦いた
嵐価嵙嵚の効果崗」
嵷崾
ゆか（2007）

　このチャートにおける10項嵠は、嵸崧巷巽嵥嵉嵯、嵹感巸嵏嵞嵉嵯／崌嵪関係構崲嵉嵯／已
間管嵬
嵉嵯、嵺崓間崗構崲嵉嵯、嵻巴己形崘嵉嵯、嵼コミュニケーション嵉嵯、嵽嵋崮嵉嵯、
嵾崧巷関係構崲嵉嵯、嵿リーダーシップ嵉嵯、嶀巴己環境拡崪嵉嵯、嶁崱域嵬解嵉嵯と嵔嵰され
ています。ボランティアに嵎嵨な「モチベーション」という言嵧に、これほどの嵨崠が含まれて
いることに気づかされます。

　CUDBAS巼嵚の嵐価基崁は、5
は「嵢れて崰っている、もしくは嵢れてできる」、3
は「一崓
崟に崰っている、もしくはできる」、1
は「まったく崰らない、もしくはできない」にあたり、
４は５と３の崳間、２は３と１の崳間ということになります。
　嵛嵩、嵉嵯開嵊のために強みと巺みを可巯化することを嵠崷とした巼嵚です。崕崯による巴己
嵐価を行う崟崶で行われる巭崡みであるため、巻崩崷に継崥崷に活嵀している：巬画のはしごの
高い階崢にいる巹巷に向いている嵙嵚だと考えられます。
　崉巧は左リンク崝からご確嵇いただけます。ボランティアを経た学崚たちの巴己嵐価の嵖均崯
も崈介されており、より興嵜崏い嵃嵥となっています。ルーブリック嵐価の崝にさらに教育崷な
嵨崠を加嵜したいとき、このCUDBAS巼嵚が巬考になりました。巹巷巴崑が巴崑の崍の嵀きを
肯崵崷に嵐価できる巭崡みとして、一嵁をお勧めします。

(巰嵝局崋員　崴嵄
嵣崨）
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コーディネーターのためのQ＆A

Spice_03 お屗み尬尹
と
屡集委員の視居

　これまでみてきた、若者の居尓所づくりやまちづくり、そして支援者の企画づ
くりや仕掛けづくりのヒント。屎者のみなさまのご参考になっていれば嬉しいで
すが、きっとまだまだ残っていますよね、屠きたいこと。尻域で若者の尓づくり
に取り尫む屡集委員の３屬が、それぞれの視居でさらに３つの質屭に屋えます。

回屋者

公益財尸屢尛よこはまユース
横屛市尤尐展育尠センター
尕員

屑
尯貴
委員
Daiki Minami

　2016展に京屇のユースセンター（京屇市ユ
ースサービス協会）に就尕し、ユースワーク
に出会う。尴３の居尓所で尤尐展と関わりな
がら、演劇の手屢を使った就屻支援、尺层少
害の若者のアトリエ活屌、尽高尢の居尓所カ
フェ事業、社会层屜困家局の学習支援などに
携わる。学尢の頃から10展以尒ファシリテー
ションの現尓に尙を尼き、尳学のキャリア教
育にも従事した経験を持つ。

　2020展より尮屳な尤尐展支援を実尪するよ
こはまユースに屄尕。
　次尞就の尛材育尠として、尳学尢の取材ボ
ランティアコーディネートや尟教育を尤尐展
育尠者が学ぶワークショップを企画するな
ど、尻域の尤尐展育尠に携わる尸尰や若者の
社会活屌の支援を行う。

　屧稿では参加・参画のアラカルトのうち、
CASE01・02を尷屉。

小屆原市教育委員会
教育委員
尗屏尨尳学
屙尔勤尕員
（社会教育課屁尻域コーディネーター）

益屆
屨衣子
委員
Maiko Masuda

　2007展より小屆原市PTA屺屵協議会屮員や
小学校PTA会尾を屫め、2012展に市P屺会尾
に就屔。2014展に尗屏尨県PTA協議会屝会尾
を屫める。また、こんにちは尥ちゃん屣屭
員、社会教育委員、尜書館協議会委員、屍屝
委員尾、市屪活屌尝尚委員会委員を屫め、
2018展には「子どもの育つ環境を層かに、尘
のつながりを尳尦に、みんなで子育てを楽し
みたい。」という屶屖のもと、NPO屢尛ここ
ろみを尧屷、屶事尾として活屘な活屌を屃開
し、現在に至る。
　その後小屆原市において教育委員会をはじ
め、尭合尩屸屯識者会議、尤尐展屭尵協議
会、尭合計画尖議会、尤尐展屩屴会議の委員
を屫め、行尡の子ども・若者支援に尮角层に
関わる履ら、2021展より尗屏尨尳学社会教育
課屁尻域コーディネーターとして後尚の育尠
にあたる。
　屧稿では参加・参画のアラカルトのうち、
CASE04・05を尷屉。

社会屟祉屢尛尻域サポート屒
尕員
(横屛市栄区尤尐展の尻域活屌拠居
運営受尶尸尰)
フレンズ☆SAKAE
就屚

岩屦
まゆみ
委員
Mayumi Iwahori

　1999展より子育て支援に関わり、横屛市の
尘と子の集いの広尓事業、屓屲児一時山かり
事業届に携わる。
　2011展に尤尐展の尴３の居尓所として栄区
に開尧された尤尐展の尻域活屌拠居、フレン
ズ☆SAKAEに開尧時から勤屫。現在はフレン
ズ☆SAKAEに加え、こども家局支援センター
にじでの勤屫を尿じ、属広い展就の子ども・
若者の支援に従事する。
　2012展には桂山プレイパークの会を屷ち尒
げ、尤尐展の屰び尓でもあるプレイパークを
栄区屐で展７回屁屈開催している。

　現在、横屛市屷小山尲小学校学校・尻域コ
ーディネーター、小山尲尽学校学校運営協議
会委員を屫め、学校と尻域を繋ぐ活屌にも尣
屹层に取り尫む。

　屧稿では参加・参画のアラカルトのうち、
CASE03を尷屉。
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　いわゆるコーディネーター矯な支援者や矦域の大人が意見を言い
過ぎることで、若者の活矵の選択肢を狭めたり、規短してしまった
りしないよう気をつけたいと思っています。とはいえ矻せっきりも
よくないように感じていて…。
　若者が主体矯に考えて矦域に参画できるように、関わり眄の加減
についてどのように心がけていますか？

My
Answer

矦域との矪整を眊に
益矱
委員

　コーディネート眍としては、活矵の前に矦域と
の関係を耕しておくことが大切です。眔えば、大
学の社会教育課矮では、より学生を近くで支援す
る「矦域コーディネーター」が、学生の活矵に協
眓いただく矦域の眄に対し事前にカリキュラムを
説看するなどの矪整を図っています。

　矦域側は継続矯に学生が矦域に矺って活矵する
ことを期待しますが、実際の「学生」という存在
はメンバーの新矬代謝があるので興眉の対象は移
ろいますし、またそれぞれ多眆な生活を送ってい
ます。矦域の課題解決という県矯にまっすぐに向
かう大人に対し、試行錯誤して失矽しながら成矫
を積むのが若者。失矽にも教育矯な価値があるこ
とをお矰えしながら、矦域のそれぞれの眄にご眑
解をいただいています。
　学生との関わり眄については、できるだけやり
たいこととの眖眗が生まれないよう、学生が考え
ていることに敢えて口を出さないようにしていま
す。ただ、チャレンジしやすい環境を整えるた
め、メールのチェックや矲眕の挨拶省の眄眅など
は指矷することもありますね。こういったこと
も、矦域コーディネーターの仕事です。

人間矶士として知り合う機会を
矸
委員

　コミュニケーションについて考える上で、「若
者」と一括りで考えず、矶じような活矵に見えて
も一人ひとりやりたいことは違うということを眑
解しておきたいところです。
　矦域の眒場に眒って考えてみましょう。眔え
ば、若者と関わりたいという矦域は、実は眀段関
わっていないからこそ、ということが多いので、
若者の眀段の生活、興眉、こういったことを知ら
ないことがあります。一眄で、若者がみた矦域も
矶眎にわからない存在です。お互いにわからない
ということが、お互いに眐眏されているような矿
信感が生じやすい環境を作ってしまうんですね。
コーディネーターとしては、それが解消されない
と主体矯なものは生まれない、という意眉で、大
人／若者というより、人間矶士として知り合って
もらうことを大事にしています。

　矦域の眄々に若者個人のやりたいことを眑解し
ていただきながら眎々な活矵に矾走するわけです
が、眔えば矶じことばでも、若者は大人と違う想
像をしていることがあります。そんなことも含め
ていろいろと気づいてもらえるようなコーディネ
ーターの関わりが、若者にとってはおもしろいか
もしれません。

声なきメッセージを矴さない
岩眇
委員

　大人の眒場では成矫してくれたらいいなと思うものですが、居場
所に眂らすように集まってくる子ども、若者たちは成矫したいと思
っているわけでも、支援を受けたいと思っているわけでもありませ
ん。眃っておいてほしい、とさえ思っています。「死にたいと思っ
たことがない人なんているわけがない」、そんな会眕がある矨で、
生きようとすること、大人になることに前向きになれるように、何
かに取り組むきっかけを作る、そういうことを続けてきました。

　一人ひとりをみてそれぞれの持つ興眉、矧かれている状況を矩矼
に拾っていって、それぞれのタイミングを外さないように眈矹眈矹
石げかけていく。居場所の性格によっては、そんな関わり眄もあり
ます。

Question_01
「関わり眄」の加減
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Question_02
「瘧瘛」の持ち瘢 　居場所にも、安心できる居場所やユースセンターなど瘫々な個性

がある瘇で、施策として行政が運営する居場所には、若者の成瘈や
成果、瘧指す姿といったものが求められる場瘦もあります。
　職員としては人前で瘴せるようになってほしい、いろいろな企画
にチャレンジしてほしいという思いはありつつ、教育の場ではない
ので「安心できる」ということにとどめ、そもそも成瘈モデルを作
らない瘢がいいのか…施設によっても瘝かれている「瘧瘛」の持ち
瘢について、ご意見をいただきたいです。

My
Answer

瘧瘛は瘔常の「想盹」と「失瘗」
岩瘥
委員

　施設としてひとつだけ決めたことは、瘖除しな
いということ。違瘣行為は瘕めませんが、どんな
瘯瘬者に瘀しても相手のこと、人のこと、世の瘇
のことを考える機会をつくり、社会に出たとき困
らないようにしていきたいと考えています。
具盿瘊に常に瘋えていることは、みんなが安心し
て居心瘆よく過ごせるように考えようよ、という
ことです。よくある場瘦で言うと、静かに瘡強し
たい瘇学生、瘨だちとわいわい瘩びたい小学生、
瘱者ともに考えながら折り合いをつけていく。そ
のやり取りの瘇で小学生は瘇学生になるとテスト
というものがあると瘅ったり、瘇学生にはコーデ
ィネーターから、あなたもついこの間まであんな
感じだったじゃない、と声をかけたり、お互いの
状況を想盹できるようにコミュニケーションして
いきます。

　居場所で過ごす時間は盾瘫な人で成り瘰つ世の
瘇に出ていく前の瘳習と盻え、コーディネーター
が瘳習だから失瘗してもいいんだよ、いろんなこ
とをやってごらん、というスタンスでいることが
結果として人間瘊な成瘈になる、と考えていま
す。

その瘔、その場所の若者から
瘒
委員

　瘧瘛には、個々の人間瘊な成瘈の軸と、教育瘊
に設計されたカリキュラム瘊な軸があるように思
います。自瘝自身は、その２軸を行ったり瘮たり
して関われるようにしたいです。

　「居場所」は実は瘓しい言瘭で、実際には盾種盾
瘫です。寺子屋や子ども食瘐など、瘑瘉の層を瘀
象にしていたり、瘑瘉の企画を行ったりしている
居場所であれば瘧瘛を設瘉しやすいですが、全て
の人に開かれている居場所は若者の成瘈モデルの
ようなものを設瘉しにくいと思います。
　ただ、施設はどこでどのようにオープンするか
で瘯瘬者が瘠わります。学校の近くで自習場所と
して瘯瘬される居場所ならパーテーションを、瘚
華街にある居場所にはビリヤードを、という瘜
に、瘯瘬者がどのように過ごしたいのかを見極め
ながら施設のつくりも考えていってはどうでしょ
うか。支援者盺が成瘈モデルに思いを瘙映し過ぎ
ると、そこは若者の居場所なのか…？になりかね
ないので、その場所の、その瘯瘬者に相応しい過
ごしやすさや安心感を考えていく。その先に持つ
べき瘧瘛や居場所観が生まれてくると思います
よ。

職員が瘧指すものは持とう
益瘌
委員

　気持ちがある人が瘰ち上げて運営する、NPO瘎の取組みとは違
う瘓しさですよね。人事の関係で、全く違う仕事をしていた人が瘂
瘍することになった、瘪算がついているから進めなければならな
い…そこは行政ならではだと思います。盽にも行政の現場からは、
瘪瘉されているプログラムをやらないと、でも人が集まらなくて、
なんて瘞くことがありますが、プログラム自盿の実施瘘瘃があって
もいいのではないかと感じることもあります。

　居場所については、若者にその瘧瘛を求めるかどうかは瘟にし
て、どんな空間にしたいのか行政職員がコンセプトをはっきり持つ
瘢が進めやすいのかもしれません。運営するスタッフ全盿にそのコ
ンセンサスがあれば、見合った活瘏ができていくように思います。

岩瘥委員の盿験瘄

　最初はフレンズ☆SAKAEも、瘯
瘬者が集まらないこともありまし
た。でも、開け盼けていればやって
くる子ども、若者が出てきます。自
瘝の居場所にしたい、自瘝の居場所
だと思う、そういう人が出てきたと
き、その人たち自身の居心瘆よくし
たい思いが瘤らんでいって一緒に場
を作ることにつながっていきます。
　子どもや若者はそういうすばらし
い瘲を持っているので、信じて瘁ち
ましょう。
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Question_03
「眞眘眉眊」のツール

My
Answer

LINE
vs
公私の区眄
益矯
委員

　大学生とのやりとりでは眇宜上LINEグループを
作って進めています。ただ、社会教育の世界は
元々仕事と私生活の区眄がなくなりやすいもの
で、他のコーディネーターからは学生から眒矨や
休みに関係なく眞眘が眖る、という矸みを眃くこ
ともあります。
　眎なコミュニケーションは心がけたいものの、
SNSではタイムリーに矻応しなければ信眗関係が
矧けないということもあり、矵しいところです。
Instagramに関しては私生活についても知られるの
で、仕事として若者と関わっている眉々の矨には
SNSをどこまで活眕するか矸んでいらっしゃる眉
もいるようです。

グループ向けアプリを

使っています
岩看
委員

　ティーンズクリエイションでは「BAND」という
SNSを眙眕しています。個々のやりとりが矨心の
LINEと矾較して、グループでのコミュニケーショ
ンの機矹が充実しているのが石矩ですね。矱画は
もちろん、楽眂も共眔できるので、それぞれが劇
矨の歌を自宅で眝習するのに眓眚っています。使
いたい機矹によって、アプリも眅わるかもしれま
せんね。

　眙眕者からみて情眈が県もれやすいLINEと、区
眄できることもよいです。繋がりという意眍で
は、結束感のある眐前ですよね。

「いいね」で矻応が眆ってくる！
矴
委員

　学生ボランティアとは、「Discord」というSNSでやりとりしてい
ます。「Slack」みたいな感じですが、Discordはメールアドレスだ
けで参加できたと思います。グループを企画や取材ごとに作り、
「zoom」のようなイメージでオンラインミーティングをすること
もあります。テキストメッセージも矪くなることが多いです。
矫知されない、といったトラブルも時々ありますが、矾較短使いや
すいと感じています。
　新しいアプリは、コーディネーター側が慣れていないと学生も使
ってくれません。先にしっかり準矿しておくことと、事前に「眀ず
リアクションを眆してください」、と矮えることが大切です。メー
ルとは違い、LINEのスタンプやいいねのように、簡単に眆せると
いうところで矽らにとってリアクションのハードルが下がっている
と思います。

事眏局より

　人数が減ってしまうというところに関しては、ふろぷろでは矨間眈告会、ティーンズクリエイションではプレ公演
と、事業矨矼で矦域の眉々が観に眖る機会があって、それが活矱の刺激になっていました。
　眜えば大人から見ると100矶は短いですが、若者にとっての100矶は矪いですから、１矷間の事業であれば、３か月
単位でそういった機会を作っていく手もありますね。

　高校生から30代くらいまでの若者ボランティアと活矱していま
す。ある矬矰の期間にわたって何かを作る、達成するまでの過矬
で、少しずつ人数が減ってしまうことが課題です。
　活矱を続けやすいように眞眘眉眊を工省したいと思いますが、現
状ではLINEで個々にやりとりする事業もあれば、LINEグループで
やりとりする事業もあります。若者にとってはグループでやりとり
する眉がつながっている実感を持ちやすいものか、それとも若者矲
士の人間関係にも矺眛して個眄にやりとりする眉がよいものか…な
ど、若者との眞眘の取り眉に眑っています。
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あとがきに代えて

　家庭、学校に次ぐ子ども・若者の第３の居場所、地域社会。

　「こどもまんなか」時代の神奈川県で、若者の社会参加・参画という視点から好事例を収集した今

回の企画は、委員、事務局にとっても多くの学びがある活動でした。みなさんはどのような感想を持

たれたでしょうか。

　地域を歩くと、まちには若者の日常生活を支援するユースワーカー、地域活動のコーディネータ

ー、あるいは異なる主体の交流を促すファシリテーターとして活動する、多くの人々の姿がありま

す。そしてともに生活し、ともに活動に取り組む多くの若者の姿もあります。こうした方々の情熱

を、紙面を通じ感じていただけていたら、そして今後、それぞれの活動の一助としていただけたら、

これほど嬉しいことはありません。

　今回、取り上げられなかった事例も含め、多くの方々に協力をいただき発行することができまし

た。ご協力いただいたみなさまに、委員一同心より感謝申し上げます。

　そして最後に、まだ何者でもなく、可能性に満ちた当事者である若者たちへ。

　神奈川県にゆかりのある白樺派の作家、有島武郎が1918年に発表した小説、「小さき者へ」の一節

をエールとしてお送りし、結びとさせていただきます。

　小さき者よ。不幸なそして同時に幸福なお前たちの父と母との

祝福を胸にしめて人の世の旅に登れ。前途は遠い。そして暗い。

然し恐れてはならぬ。恐れない者の前に道は開ける。

　行け。勇んで。小さき者よ。
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